
シ
ャ

l
・
タ
フ
マ

l
ス
プ
の
キ
ジ
ル
バ
シ
政
策

羽

回

正

ト
ル
コ
マ
ン
系
を
主
と
す
る
遊
牧
軍
事
貴
族
た
る
キ
ジ
ル
バ
シ
は
、
そ
の
強

力
な
軍
事
力
を
背
景
に
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
前
牢
期
の
政
治
に
大
き
な
夜
言
力
を

有
し
た
。
彼
ら
の
軍
事
力
に
依
嬢
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
朝
王

権
に
と
っ
て
は
、
そ
の
武
力
を
温
存
さ
せ
つ
つ
も
、
い
か
に
政
治
へ
の
介
入
を

制
限
す
る
か
が
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
課
題
に
劃
す
る
一
つ
の
解
答
で
あ
っ
た
ア
ッ
パ
ー
ス

I
世
の
政
治
、
軍

事
改
革
と
、
園
家
創
建
直
後
の
イ
ス
マ
l
イ
l
ル

I
世
に
よ
る
キ
ジ
ル
バ
シ
針

策
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
研
究
で
か
な
り
の
部
分
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
の

に
針
し
て
、
こ
の
雨
王
の
時
代
の
中
間
、
十
六
世
紀
牢
ば
五
十
年
以
上
に
及
ぶ

タ
フ
マ

1
ス
プ
の
治
世
に
お
け
る
シ
ャ
!
と
キ
ジ
ル
バ
シ
の
関
係
は
こ
れ
ま
で

等
閑
観
さ
れ
て
き
た
。

本
震
表
で
は
、
こ
の
空
白
を
埋
め
る
べ
く
、
タ
フ
マ
l
ス
プ
時
代
初
期
と
末

期
の
キ
ジ
ル
バ
シ
の
勢
力
、
全
曲
匝
像
を
比
較
、
検
討
し
、
タ
フ
マ
l
ス
プ
の
キ

ジ
ル
パ
シ
政
策
と
し
て
、

ωウ
ス
タ
l
ジ
ャ
ル

1
部
と
の
連
機
、

ω各
部
族
内

に
複
数
の
指
導
者
を
作
り
、
そ
の
結
束
を
弱
め
る
こ
と
、

ωシ
ャ
イ
ハ
l
ヴ
ア

ン
ド
部
を
創
設
し
、
王
族
を
ワ
キ
ー
ル
(
掻
政
〉
職
に
任
じ
た
こ
と
、
の
一
-
一
黙

を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
政
策
が
、
そ
れ
以
後
の
政
治
史
の
流
れ
、
特

に
ア
ッ
パ
ー
ス
の
改
革
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
奥
え
た
の
か
を
考
え
た
い
。
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十
一

J
十
四
世
紀
の
マ
グ
リ
プ
に
於
け
る

m
F削
叶

と

N
削
』
司
ぞ
向

私

年

市

正

マ
グ
リ
プ
(
北
ア
フ
リ
カ
西
部
〉
に
お
け
る
担
冨
付
制
度
は
、
聖
戦
と
イ
ス

ラ
ム
按
大
の
た
め
の
砦
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
の
初
期
か
ら
地
中
海
岸
各
地
に
建

設
さ
れ
た
。
十
二
世
紀
こ
ろ
よ
り
ス
!
フ
イ
ズ
ム
の
褒
展
と
異
教
徒
と
の
抗
争

の
弱
化
と
に
よ
り
、

mFE刊
の
軍
事
的
性
格
は
し
だ
い
に
諸
問
れ
、
宗
教
的
性
格

を
強
め
て
い
っ
た
。
こ
の
動
き
と
卒
行
し
て
、

N
言、ぞ
ω
や
河
川
同

rx曲
も
十
一
一
一

世
紀
こ
ろ
よ
り
ス

1
フ
ィ

1
・
聖
者
の
修
行
所
・
隠
遁
所
と
し
て
各
地
に
建
設

さ
れ
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
諸
施
設
の
役
割
・
機
能
の
分
析
は
単
に
軍
事
的
征
服

の
接
黙
や
ス
l
フ
イ
ズ
ム
の
愛
展
と
い
っ
た
側
面
だ
け
で
は
十
分
と
は
い
え
な

い
。
本
渡
表
で
は
、
園
家
建
設
や
権
力
増
強
に
果
た
し
た
役
割
、
イ
ス
ラ
ム
化

や
商
業
活
動
の
銭
黙
、
ア
ジ
l
ル
的
機
能
、
祭
り
の
場
、
雨
乞
い
や
異
教
徒
と

の
抗
争
に
お
け
る
聖
者
の
役
割
、
な
ど
の
多
様
な
側
面
を
十
一

J
十
四
世
紀
の

マ
グ
リ
プ
世
界
を
封
象
に
考
察
す
る
。
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